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厚生労働省発薬食第1107077号  

平成 2 0 年11月 7 日  

薬事・食品衛生審議会会長  

望 月 正 隆  殿   
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t  

厚生労働大臣 舛 添 要  

諮   
問  童 l≡ヨ  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

記   

シクロポリ（3、4）［ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノフエノキシ）及び［ビス  

（4－シアノフエノキシ）］ホスファゼン］の混合物及びこれを含有する製剤の毒物及び劇  

物取締法に基づく劇物の指定の除外について   



シクロポリ（3～4＝ジフエノキシ、フエノキシ（4【シアノフエノキシ）及び［ビ  

ス（4－シアノフエノキシ）］ホスファゼン）の混合物の毒物及び劇物取締法に基  

づく毒物又は劇物の指定について  
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Mixture of Cyclopoly（3and4）（diphenoxy，  名称（英語名）  

phenoxy（4－CyanOPhenoxy）and  

［bis（4－CyanOphenoxy）］phosphazene）  

（日本名） シクロポリ（3～4）†ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノ  

フエノキシ）及び［ビス（4一シアノフエノキシ）］ホスファゼ  

ン）の混合物  

経緯   

上記化学物質は有機シアン化合物として劇物に指定されているが、今般毒性  

データが提出されたものである。   

坦途   

難燃剤  

物理化学的性状   

別紙1を参照   

毒性   

別紙2を参照   

事務局案   

シクロポリ（3～4）†ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノフエノキシ）及  

び［ビス（4▼一シアノフエノキシ）］ホスファゼン）の混合物を劇物から除外する  

ことが適当であると考えられる。   



【別紙1】  

物理的化学的性質（原体）  

スファゼン〉 の混合物  

（英名）MixtureofCyclopoly（3and4）（diphenoxy，  

phenoxy（4．cyanophenoxy）and  

N，N－Dimethylformamideに可溶  

CAS番号  

化審法番号  

化学式  

分子式  

分子量  

性 

沸点（℃）  

融点（℃）  

密度  

蒸気圧  

溶解性  

水溶解度（  

安定性  

反応性  

揮発性  

引火性及び  

その他   



【別紙2】  

乃種類   供試動物   試験結果   備 考   

u）5。，：〉♀2，000mg／kg   
GLP（2007）  

毒性   ラット  
OECD423   

GLP（2008）  
毒性   ラット   LD5。：≧♂♀2，000mg／kg  

OECD402   

GLP（2008）  
毒性   ラット   LC5。：〉♂♀5．13mg／L  

OECD403   

GLP（2008）  
性／腐食性  ウサギ   刺激性なし  

OECD404   

刺激性なし   
GLP（2008）  

／腐食性   ウサギ  
OECD405  



名称資料  

く命名根拠＞  

†卓＝N㌔  
Phosphazene  

リンと窒素の繰り返しからなる骨格をPhosphazeneという。   

本化合物はPhosphazeneの繰り返しが3及び4の環状物質の混合物であるため、Mixture  
of CycIopoly（3and4）phosphazeneと表記される。  

C
N
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4－Cyanophenoxy基  Phenoxy基  

また、リン原子上の置換基は  

①4－Cyanophenoxy基が2個、②4－Cyanophenoxy基及びPhenoxy基が各1個、③   
Phenoxy基が2個のいずれかであり、本化合物はそれらの混合置換体であるため、本化合   

物の置換基は、bis（4－CyanOPhenoxy），4－CyanOPhenoxy（phenoxy）anddiphenoxyとなる。  

したがって、MixtureofCyclopoly（3and4）（diphenoxy，phenoxy（4－CyanOPhenoxy）and  
［bis（4－CyanOPhenoxy）］phosphazene）   

日本語に字訳すると  

シクロポリ（二3～4）〈ジフエノキシ、フエノキシ（4－シアノフエノキシ）及び［ビス（4一シ  

アノフエノキシ）］ホスファゼン）の混合物となる。   
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下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。   

3，4－ジクロロー2’一シアノー1，2一千アゾー′レー5－カルポキサニリド（別名  

イノチアニノレ）及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく劇物の指定の除外  

について   



3，4一ジクロロー2’－シアノー1，2－チアゾール¶5－カルポキサニリド（別  

名：イソチアニル）及びこれを含有する製剤の毒物及び劇物取締法に基づく劇物の  

除外について  

＋‾三－－≡  

名＿墜   

（英語名）3，4－dichloro－2’－CyanO－1，2－thiazole－5－Carboxanilide   

（日本名）3，4【ジクロロー2’－－シアノー1，2－チアゾールー5－カルポキサニリ  

ド   

（別名）イソチアニル（isotianil）  

≡・●・・   

上記物質は有機シアン化合物として劇物の指定を受けているが、今般毒性データが提出  

され、劇物からの除外を検討するもの。  

旦塗   

農業用殺菌剤  

物理化  

別紙1を参照  

毒性   

別紙2を参照  

事務局案   

3，4－ジクロロー2’－シアノー1，2－－チアゾールー5一カ′レポキサニリド及びこ  

れを含有する製剤を劇物から除外することが適当と考えられる。   



物理的化学的性質（原体）  

項目  

3，4－シナクロロー2’－シアノー1，2イアデー炉5－カルホJキサニリト、、  

（別名）イソチアニル  

（英名）3，4－dichloro－2’－CyanO－1，2－thiazole－5－Carboxanilide   

号   224049－04－1   

号  

CllH5C12N30S  

298．15   

的性状  

日色粉末   

）   減圧条件下：  

沸点由来の重量損失を伴う吸熱ヒ⊂－ク＝266．0℃  

大気圧条件下：  

気化由来と推定される重量損失を伴う吸熱ヒ⊃－ク＝354℃付近  

分解由来と推定される重量損失を伴う発熱ヒ〔－ク＝372℃付近  

沸点に達する温度以下で熱分解  

融点に由来する吸熱ヒローク：193．7－195．1℃  

1．110g／cm：∃（20℃）  

2．36×10‾7Pa（25℃）  

n－ヘキサン  0．0594g几（20℃）  

ト′レエン  6．87g／L（20℃）  

ジクロロメタン  16．6g／L（20℃）  

アセトン  4．96g／L（20℃）  

メタノール  0．775g／L（20℃）  

酢酸エチル  3．62g／L（20℃）  

0．50mg／L（20℃、純水pH7．0）   

対熱）   282℃以下の温度領域で熱的に安定  

び発火性  

別添（UV／VIS赤外吸収1H－NMR、13C－NMR質量スヘCクトル）  

CAS番  
化審法番  

化学式  

分子式  

分子量  

水溶解度  

安定性（  

反応性  

揮発性  

引火性及  

スペクト  

その他   



急性毒性  

（1）原体  

1群当り  投与量  LD5。値または  試験機関  
供試動物   供試数  投与方法  無毒惟量（NOAEL）  

（打1g／kg）  
（mg／kg）  

（報告年）   

ラット  各段階  ♀：2（〕00   ♀：＞2000   Ba）re－1HC＊  

♀3   （2005年）   

ラット  ♂♀各5  経度  ♂♀：2000   ♂♀：＞2000   住友化学  
（2006年）   

ラット  ♂♀各5  吸入  ♂♀‥5000（mg／m3）  ♂♀：   住友化学  
4時間鼻部曝露   LC帥勇7獅喝／㌦）  （2007年）   

ウサギ  ♂：3   
皮膚貼付  誌新／皮膚（2・5cm  刺激性なし   

住友化学  
（2005年）   

ウサギ  ⊂戸：3   眼への  0．043g（0．11nlJ容量）  実際上   住友化学  
適用  ／眼   刺激性なし  （2005年）   

モルモ、小  ♀：20  ～†axlm仁  59らで一一－一次感作（皮内）、  皮膚感作性あり  BayerHC＊  
zation法  50％で二次感作（経  

皮）、50ラムで惹起  
（2005年）   

［hlagl川SSOna11（l  
Kll即】all法］  

試験の種類  

期間  

急性毒性  

卜1日間観察  

急性毒性  
14日間観察  

急性毒性  

14日間観察  

皮膚刺激性  
72時間観察   

眼刺激性  
72時間観察  

皮膚感作性  

BayerIIC＋：Bayer HezllthCare AG  

0％製剤（粒剤） 、フb撃呈丹り し不止弁リノ   （2）3．  

1群当り   LD5（，値または  

供試動物    投与方法   
投与量  

国   
試験機関  

（こ】れg／kg）   

（mg／kg）   
（報告年）   

ラット  各烏那皆  経口  ♀：2000   ♀：＞2000   
ホ予ソヾ＊＊  

♀3  
（2007年）   

ラット  ♂♀各5  経度  ♂♀：2000   ♂♀：＞2000   
ホ÷ゾヾ＊＊  

（2007年）   

ウサギ  ♀：3   皮膚貼付  0．5g／／皮膚（2．5cm  ホ～ソJ＊＊  

四方）   
（2007年）   

ウサギ  ♀：3   眼への  0．1g／眼   ごく軽度の刺激   ホヾソヾ＊＊  

適用  性あり  
（2007年）   

洗眼効果あり  

モルモット  ♀：20  ホぐゾ、、＊＊  
（感作群）   50％   

（2007年）  

試験の種類  

期間  

急性毒性  

14日間観察  

急性毒性  

14日間観察  

皮膚刺激性  
72時間観察   

眼刺激性  
72時間観察  

皮膚感作性  
（3．0％粒剤）  

ホヾゾヾ＊＊： ホヾソ、’リサーチセンターー  

5．製剤の成分   

（3．0％製剤の成分組成は′1イエルクロツプサイエンス社所有：非開示）   



名称資料  

3，4－－ジクロロ2’  シアノー1，2チアゾールー5一カルポキサニリド  

C蝿H透  
3，4－dichloro2’CyanOrl，2Lthia2101e5－Carboxanilide  

3  

5  

4     2嘩  

1  

1，2－thiazole  

チアゾール（thlazole）は環内に窒素、硫黄各1原子を有する五員複素環化合物であ  

り、上記基本化合物は硫黄原子S（1位）に対して2位に窒素原子Nが配位している  

ため、1，2－thiazoleと記される。接頭辞で表される特性原子団である塩素（chloro）  

が1，2－thiazoLeの3位及び4位に2原子つき、またノ世フェニル置換されたアミド原  

子団carboxanilideが5位についている。アミド原子団carboxanilideは接尾辞とな  

る。  

従って、3，4一dichloro¶1，2－thiazoler5－Carboxanilideと標記される。  

CI C】 2軌H  
O  

5■   

3，4pdichloro－1，2－－thiazole－5－Carboxanilide  

更に、アミン残基であるフェニ／L／の2位がcyanoにより置換されている。 アミン残基  

の置換基を示す位置記号にはプライムを付け、接頭辞として2’CyanOと記される。  

接頭辞はchloroが優先されるため、  

3∴卜dichorcr－2’一CyanO1，2¶thiazole5－Carboxanilide  と標記する。  

これを日本語に字訳すると  

3，4一ジクロロ2しシアノー1，2－チアゾー／レー5－カルポキサニリド  となる。   



‖牛用㍗  

平 成 二三 し）キ1］ ノノj 7 日  

＝食㌫衛生審議室主点  

一 位   屋号   

草生キ倒木臣 叫  J二   R＝F 」  三ごr′  

．こ．・  

諮   
問  こ皇 Eヨ  

下記の事項について、毒物及び劇物取締法（昭和25年法律第303号）第23条の2  

の規定に基づき、貴会の意見を求めます。  

記   

2一［2－一（4－－メチ′Lフエニ′Lスルホニ／しすキ÷イミノ）チオフエンー3 （2H）  

でリデン］一－2一（′2【メチルフエニ′い アセトニトリ′レ及びこれを含有する製剤の毒物  

及び劇物取締法に基づく劇物の指定の除外について   



物蓮的化学的性賢（悼轄）  

852246－52－7  

s 

〔縞。  
CAS番号  

伝道式  

ヨ  

卜しj b甘も」ト  

（二二し｝トⅠ川tヾりけ∴う‥        ⊃  

396．5  

的性状   

黄褐色粉末  

（Oc）  

（Oc）  
135－1380c  

（g／cm3）  

（Oc）  

室温で安定  

室温で安定（熱分解温度1430c）  

該当しない   

及  引火性（ベンゼンアセトニトリル誘導体）  

国連番号1325（その他の可燃性物質：ベンゼンアセトニト  

リル誘導体）  

特異臭、熱分解温度1430c  

安定性  

反応性  

揮発性  

引火性  

その他  
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斗 ＝試験の種類  投与量試験結果  

急性経口毒性  LD5口二  

＞▲2000「咽／k9  

OECD423  

GしP試験  

い 

l i  

♀2  （EU委員会指令   GLP試験   

後 

年8月29日付に基づ  

く判定）  

皮 
間   l  

観察1時間後、全動物  

に微細な紅斑が見ら  

れ2匹のみ24時間目ま  

で紅斑が持続した。  

貼付中止後7日目、い  

ずれの動物にも異常  

は認められなかっ  

た。   

し刺激性   ウサギ  ♂1   点眼   100   眼刺激性なし   OECD405   

哀眼後24，  ♀2  （EU委員会指令   GLP試験   

∋，72時間観  2004／73／EC、2004  

年8月29日付に基づ  

く判定）  

点眼72時間後、いず  

れの動物にも異常は  

認められなかった。   

．性吸入毒性  ラット  ♂5   吸入  3．506   LC50（4h「）：  

暴露後15日  ♀5  mg／L  ♂♀＞3．506mg／L エアロゾル  
で観察）  （重量濃  2008年   

度）  雌で軽度の体重減少  
が認められた。   

の  

測   
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饉紳玩融紳闇纏繭両面・血潮画板扁絡勘細面阜  
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ー一手‾‾‾こニ  
4位にメチ′レ基の置換したフェニ′L／基と結合しノたスルホニ′レがさらに＝ト川 と結合し  

4一汀旧thylph叩SUlf叩IDXyimin□と表記する。 

1
 
 

㌔
巾
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、
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チオフェン環の2位に（4－m叫IphenYIs仙nylロXyimino）がつき、さらに、チオフェン環の3位に結合  

する二価基を－3－Ylid即eと称するので、  

2－（4－methylph叩IsulfDnyIDXYjrnin8）－thi叩h巳肝3（2掛Yliden巳  

さらに、ベンゼン環の2位にメチ′レが置換するので2・m亡th両h叩化表記する。  

アセトニトリルCH3［‖の2位の炭素に  

2－（4－methyJphenylsulfony［oxYiminD）－thi8Phene－3（2P・yliden亡と、  

Z－meth両愉叫が結合しているので、本物質は英語名で‥  

2－［2－（4－m旧thyIphenylsu伽nYloxyimin□）thiDPhene－3（2掛Y帖n巳］－2－  

（2－methylph叫曲面血tril巳  

と表記し、これを日本語に訳すると、  

2－【2イ4－メチルブェニルスルホニルオキシイミノ）チオフェン3（2掛イリデント2一（2－メチルフ  
ェニル）アセトニトリルとなる。   



こ  ▲・；  
平成20年11月18日  

毒物及び劇物指定令に規定されているマイクロカプセル製剤について  

物及び劇物指   

No．  条  ロ    弓▲   

1 2 10  

り ⊥．＿  2   28  

2   32  

4  2   32  

5  

6  2  100の  

6  

定令  物 質名   公布時期  

枝番  

2－イノブロビルー4－メチルビリミジルー6－ジエチルチ  平成8年3月  

オホスフエイト（別名ダイアジノン）を含有する製剤。ただ  

L、2－イソプロピ′レー∴4－－メチルビリミジルー6－ジェ チ  

ルチオホスホフエイト3％（マイクロカプセル製剤iこあって  

は、25？も）以下を含有する1Lのを除く。   

皿  1－（6－クロロー3－どリジルメチル）－N－ニトロイミ  平成20年6月  

ダゾリジンー2－イリデンアミン（別名イミダクロブリド）  

及びこれを含有する製剤二ただL、ユー（6－クロロー3－  

ビリジ′し・メチル）－N一ニトロイミダゾリジンー2－イリデ  

ンアミン2％以下を含有するものを除く。   

2  5－アミノー1一（2・6－ジクロロー4－トリプルオロメ  平成13年6月  

チルフユニル）－3一シアノーー4－トリフ／レオロメチ／レス／レ  

フィニルビラゾー′レ（別名フィプロニル）1％（マイクロカ  

プセル製剤にあっては、5％）以下を含有する製剤   

56  （′s）－α．－シアノー3－フエノキシベンジル＝（1R・3  平成14年3月  

R）－2・2－ジメチルー3－－（2－メチルー1－ブロペニ  

ル）－1－シクロプロパンカ′レポキシラー ト（R）－－（r－－シ  

アノー3－フエノキシベンジル＝（1R・3R）－2・2－  

ジメチルー3－（2－メチ／レー1－プロペニル）－1－シク  

ロブロバンカロボキシラートとの混合物（′（S）－〔t－シア  

ノー3－フエノキシベンジル＝（－R・3R）－2・2wジ  

メチルー3－（2－メチ′レ】1－プロペニ／レ）一1－シクロ  

プロパンカルポキシラート91－％以上99％以下を含有し、  

かつ、（R）一←（t－－シアノ←3－フエノキシベンジ ル＝（1  

R・3R）－2・2…ジメチルー3－（2～メチルー1－プ  
ロペニル）一1一シクロプロパンカロボキシラートl？／ら以上  

9％以下を含有するものに限る。ノ）10％以下を含有するマ  
イクロカプセル製剤  

ジエチルー3・5・6－トリクロルー2－ビリジルチオホス  平成8年、3月  

アユイト及びこれを含有する製剤＝ただし、ジエチルー3・  

5・6－トリクロ′レー2一ビリジルチオホスフエイト仁％  

（マイクロカブセ′レ製剤にあっては25％）以ドを含有する  

むのを除く。  

2－（1岬メチルプロピ／レ）－フエニルーN－メチルカルバ  平成5年9月  

メート及びこれを含有する製剤。ただし、2－（1－メチル  
プロピル）－フエニルーN－メチルカルバメート2％（マイ  

クロカプセル製剤にあっては159も）以下を含有する製剤  

を除く。  
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厚生労働省医薬食品局審査管理課  

化学物質安全対策室良  

毒物及び劇物指定令の一部を改正する政令等に伴う劇物のマイクロカプセル製剤の  

取扱いについて（通知）  

毒物及び劇物指定令の一対；改正等については、平成20年6月20日付薬食発第062  

0001号医薬食品局長通知が発出されたところであるが、今回の改正の中で劇物から除  
外された一岬（六－クロロー三一 ビリジルメチル）－N－ニトロイミダゾリジンーニーイ  

リデンアミン（別名イミダクロブリド）一二％以下を含有するマイクロカプセル製剤につ  

いて、現在、我が国で流通しているものは下記のとおりであるので、業務の参考とされた   

なお、同旨の通知を社団法人「1本化学工業協会会長、全国化学工業薬品団体連合会会長、  

日本製薬団体連合会会長、社団法人日本薬剤師会会長及び社団法人日本化学工業品輸入協  

会会長あてに発出することとしていることを申し添える。  

・・しL   

l．マイクロカプセル製剤の形状等  
一一－（六－－クロローエーピリジルメチル）－N一ニトロイミダゾリジンーニーイ リ  

デンアミ ン（別名イミダクロブリド）を含む組成物を、多価イソシアナートと多価ア  

ミンを原料として界面重合法により形成するポリウレアにより被覆した、粒子径が数  

〃mから数百⊥Jmのマイクロカプセルを含有する製剤であり、顕微鏡観察によりカプ   

セルの形成を確認でき、かつ、急性経口毒性のLD5。が2，000mg／kg以l二のもの。   

2．販売名  

ハチクサンMC  

3．販売元  

バイエルクロツプサイエンス株式会社  

研究開発本部登録センター部エンバイロサイエンスグループ  

東京都千代田区丸の内1－6－5 丸の内北口ビ／レ  

TE L 二 0二3－6266…73 7 7   



議題17 2ジフェニ′し▼アセチ′しml 、：う】インゲンシ オンの毒性試験の取扱いについて  

【経緯】  

1．2－ジフェニルアセチルー1、3一インダンジオンは、  

毒物として、2】ジフ ェニルアセチルー1＿3一インダンジオン及びこれを含有する製剤。ただ  

L、2－ジフェニルアセチルー1＿3－インダンジオン0，005％以下を含有するものを除くこ  

…毒物及び劇物指定令第1条13〔り2号  

劇物とLて、2－ジフェニ′レアセチ′レー1、3－－インダンジオン0．005（ね以下を含有する製剤  

…毒物及び劇物指定令第2条47の2号  

で既に指定されている。  

2．企業から、配合濃度下限値設定の変更による指定除外の申請が、試験データをもってなされ、  

劇物の2－ジフェニルアセチルー1＿3鵬インダンジオン0．005％以下を含有する殺そ剤は、  

普通物としたい意向であるで二（参考資料）  

3．平成18年度第1回毒物劇物調査会（開催日 二平成18年8月1日）iこて審議され、2－ジフ  

ェニルアセチルー1．3－インダンジオンが、0．1％より多く配合されている物質は毒物、0  

005％より多く0．1％以下の物質は劇物、0．005（うも以Fの殺そ剤は劇物から除外すること  

が適当と判断されたし〉  

4．また、平成18年度第1回毒物劇物部会（開催日：平成19年3月19日・）にて審議され、  

当該毒物は、殺そ剤おいて、血液抗凝固作用による致死的な作用がある。0，005％製剤を3  

日間から、5日間連続して投与するとネズミは必ず死にますという効能を謳っている。しかL、   

急性経口毒性試験では1回5000mg几g投与すなわ‾ら、体重200gのラットにすると1g  

相当を食べても全く毒性徴候も死亡例も見られないという結果を得ている。  

他の試験データとしては、血液抗凝固作用に関するものが必要ではないのかとの意見があったて  

当該殺そ剤の作用機序  

①クマリン誘導体の抗凝固性殺そ剤であり、ワルフ7リンと同じく血液凝固力スナードに  

おけるビタミンK依存性凝固因子の減少iこより、血液凝固能力の低下が殺そ効果となっ  

ている仁  

②血液凝固能が低下する量の毒餌を継続的に摂取させることにより、毛細血管抵力の減少  

が生じ、血管障害による内出血で中毒死するとされている。  

③ このため、1回の大量投与で血液凝固能が→時的に低下したとしても、その後、凝固能  

が回復してしまえば、内出血効果が生じなくなるものであるっ  

当該部会の結論は、調査会の結論を踏襲することとし、事務局の最終的な判断を情報提供する  

こととなった。   



5．当該部会終r後、部会長、調査会良他事務局を含め、今後の対応を検討したところ、以下の判   

定基準で評価することし、申請のあった企業に当該内容を提示 し、追加の試験データを要求し  

た（平成19年9月26日）。  

2－ジフェニルアセチルー  1∴トーインダンジオンの毒性」血液抗凝掛作用）に対する安全性は、  

2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオン0．00  5％製剤にて、5日間の反復投与（殺  

そ効果試験の結果から影響が現れる口数）   における無毒性量（NOAEL）を求める。  

NOAELが3000m  （単回投与急性経口毒性試験における劇物から  の製剤除外の値（LD50）  

と一致）／′目であること。）  

6．申請のあった企業は、当該試験デー タの提示の指示を受け、試験の実施を検討したところ、平  

成19年9月30日に当該試験を実施するには至らず、試験データの提出が毒物劇物の判定基  

準に基づいた従来の方法により実施しない限りは困難であり、試験データの提示はない．⊃  

【結論】  

・2－ジフェニルアセチルー1、3－インダンジオンの配合濃度下限値設定の変更による指定除外の   

件においては、本来は、従来どおりの毒物劇物の判定基準に基づいて、判断するところであるが、   

当該毒物劇物の判定を特例としたが、当該試験を実施するには至らなかった。   



2－ジフェニルアセチルーl，3－インダンジオンを含有する製剤の  

毒物及び劇物取締法に基づく毒物及び劇物の指定見直について  

名称  

（英語名）2－diphenylacetyト1，3rjndandione  

（日本名）2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオン  

経緯   

現在、2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオンは毒物及び劇物指定令   

第一条の13の2引こ毒物に、0．005％以下の製剤は第二条の47の2号で劇物にそ   

れぞれ指定されている。  

今般、新たに製剤の毒性試験が実施され、試験結果が提出されたものである。  

用途  

殺そ  

物理化学的性状  

別紙1を参照  

毒性  

別紙2を参照  

事務局案  

2－ジフェニルアセチル【l，3－インダンジオン及びこれを含有する製剤（ただし、   

2一ジフェニルアセチル【l，3－インダンジオン0．1％以下を含有するものを除   

く。）は、「毒物」に指定し、2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオン0．1％以   

下含有する製剤（ただし、2－ジフェニルアセチルー1，3－インダンジオン0．005％   

以Fを含有する殺そ剤は除く。）は、「劇物」に指定することが適当と思われる。   



物理的化学的性質  

（英語名）2－diphenylacetylul，：トindandione  

（日本名）2－ジフェニルアセチルー1．3－インダンジオン   

式   C2二うH16（⊃二う   

＼0，   82－66－6   

去番号  

3・40．37   

拘化学的性状  

淡黄色、結晶性粉末  

145～147℃   

（g／cm二う）   1．2 81   

王   2．1×101pa（20℃）   

ヘブタン   0．18  

アセトン   2．9  
窪（g／100g）  

エタノール   0．21  

クロロホルム   20，4   

搾度（g／100g）   1．18×10ヰ   

生  

生   融点以下では安定   

生及び発火性  

ード   3 80 8．90  



毒性   

原体  

召  供試動物   試験結果   備考   

「  ラット   ♂LD5（）：1．93mg／kg  北海道立衛生研究所（1971）  

♀l，D5一，：2．70mg／kg  

ラット   ♂l」D5り：43．3mg／kg  鳥取大学農学部（1972）  

♀l」D5。：22．7mg／′kg  

マウス   ♂LD50：30．Omg／kg  鳥取大学農学部（1972）   

♀LD5。：28．3mg／kg  

試験の  

急惟経口毒ノ  

製剤（0．5％）  

稽  供試動物   試験結果   備考   

十  ラット   ♂♀LD50：500mg／kg   （財）化学物質評価研究機構  

（GLP2006）   

試験の  

急性経Lj毒  

製剤（0．1％）  

垂類   供試動物   試験結果   備考   

性   マウス  死亡率：   日本環境衛生センター  

6700mg／kgのみ10％   （1972）  

ウサギ  刺激性あり（72時間後には  日本環境衛生センター  

解消）   （1972）   

製剤（0．005％）  

垂類   供試動物   試験結果   備考   

性   ラット   ♂♀LD50：   （株）臨床医科学研究所  

5000mg′／kg以上   （Gl」P1987）   

性   マウス  ♂♀LD50：   （株）臨床医科学研究所  

5000mg／kg以上   （GIJP1987）   

性   マウス  ♂♀LD50：   （株）臨床医科学研究所  

2000mg／kg以上   （Gl．P1991）   

激性   ウサギ  陰性   （株）化学品検査協会  

（GLP1987）  

モルモット  陰性   （株）臨床医科学研究所  

（GLP1991）   

試験の手  

急性経口毒  

急性経［1毒  

急性経度毒J  

皮膚一次刺、  

皮膚感作性   


